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自己紹介
・横浜市立六浦小学校 校長

・教職歴

①特別支援学校（中学部・高等部）教諭 ４年間

②小学校教諭 ２校 ２０年間

③横浜市教育委員会指導主事 ７年間

④小学校校長 ２校 １０年間

・専門 特別支援教育 理科・生活科 総合的な学習の時間 学校評価

・テーマ インクルーシブスクールの具現化

学校評価PDCAを生かした学校経営

子どもの自然体験と協働活動を保障するカリキュラムの創造
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なぜwell-beingに注目しているのか？
・インクルーシブ教育と親和性が高いこと

⇒ 障害のある子ども、障害のない子どもがともに地域の学校で

学び、一人ひとりへの合理的な配慮の積み重ねが一人ひとり

の多様な幸せにつながると共に学校全体、学校を中心とする

地域全体の幸せにつながっていく

・良好な生活科・総合ベースのカリキュラムが求められること

⇒ 体験から自ら考え、行動し、新たな価値を創造していく力を

獲得する開かれた学習の過程で子どもはwell-beingを実感し

ている
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ウェルビーイングを目指す
学校経営で大切にしていること

①学校評価システムの構築

②学校の強み・人材を生かした教育課程の編成改善

③児童指導・教育相談体制の確立

④特別支援教育の柱のある学校運営
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ウェルビーイングを目指す学校経営

① 学校評価システムの構築

〇経営ビジョンと具体的な取組を明確に示す
・豊かな体験と温かな人の輪の中で安心して学ぶことのできる学校づくり

・特別支援教育の柱と子ども、保護者の相談体制が確立している学校づくり

〇ビジョンに基づく教職員の主体的な運営体制を確立する
・主幹教諭（・教育課程行事運営担当・児童指導教育相談担当・特別支援担当・地域連携

人材育成担当）を中心とする学校運営部による自主的な学校運営

〇自己評価を大切に運営改善にあたる
・毎週の振り返りを「校長室通信」にまとめ教職員間で共通理解

・年間２度（中間期と年度末）の自己評価 年間３度の教職員全員との校長面談

児童・保護者の評価によりwell-beingの状態をとらえる

〇学校運営協議会と共に進めるコミュニティスクール構想
5



6



7



児童・保護者評価の考察
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ウェルビーイングを目指す学校経営

② 学校の強み・人材を生かした教育課程の編成・改善

〇１学年～６学年 特別支援学級・国際教室 全ての学級で生活

科・総合ベースの「自分づくり教育」を展開
・体験と探究を大切にした「コンピテンシー」を身に付けていく学習活動

・地域人材、専門家、企業、商店、地域資源・環境・歴史・文化とつながる多様な学びを創出

〇学校教育目標（花鳥風月）の実現に向けた教育環境の創出
・生活科・総合ベースの「自分づくり教育」実践の結果として生み出される教育環境を充実さ

せ、地域の協力者を経年で学校に繋ぎとめる

・学校運営協議会を母体とする地域学校協力者と共に進める体験活動のカリキュラム化

〇上記の授業を生み出す教師の人材育成
・体験と探究を大切にした「コンピテンシー」を身に付けていく学習の結果が子ども一人ひとりの

well-being、学校～地域のwell-beingにつながる ⇒ 教職員の働き甲斐 働き方改革
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ウェルビーイングを目指す学校経営

③ 児童指導・教育相談体制の確立

〇児童支援専任教諭を要とする児童指導体制の確立
・一人ひとりの児童の人格を尊重し、個性の伸長、社会的資質・行動力を高め、それぞれの人

格のよりよき発達につなげる児童指導の合意と積み重ねのある教職員集団を児童支援専任教

諭（児童指導専従教諭）を中心に確立する

〇教頭（副校長）、児童支援専任教諭、養護教諭を要とする教育相談

体制の確立
・一人ひとりの児童の教育上、養育上、家庭環境上の問題について、

本人または保護者等から悩みや困難さを傾聴し共に考えよりよい方

向に導くために日々努力する教職員集団を教頭（副校長）、児童支

援専任教諭、養護教諭を中心に確立する

11



ウェルビーイングを目指す学校経営

④ 特別支援教育の柱のある学校運営

〇特別支援教育の柱建てで構築するインクルーシブ教育システム
・障害の有無、国籍、ジェンダー、家庭環境など多様な背景をもつ子どもたち一人ひとりが公

平に共に学ぶ仕組みや環境を創出

〇全ての子どもに安心できる学びの場や居場所を用意
・一般教室、特別支援学級、国際教室、特別支援教室、保健相談室、個別課題コーナー、心サ

ポートコーナーを校内に用意し、それぞれの課題に応じた居場所づくりを可能とする

〇交流教育の充実を促進
・特別支援学級の児童の交流級（一般級）での

居場所、居心地の良さを配慮

・国際教室と一般学級で連携した外国につながる

児童の生活力、コミュニケーション力の育成
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ウェルビーイングを目指す学校経営

校長の日々の実践
①現場に出る
・子ども・教職員・保護者・地域住人のその日の様子をとらえる

⇒ 通学路・授業・休み時間・校外活動・給食、清掃等生活時間・打ち合わせ、会議・地域内各

種会合 …

・一人ひとりの子どものwell-beingを表情、行動、他へのかかわりから見とる

②情報共有を図る
・一人ひとりの子どもの状態を教職員担当

チームを中心に共有する ⇒ （＋面・－面）

（学習面・生活面）（学級学年担任・専門職や

担当チーム）

・情報共有から次の一手を考え実践に結びつける
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ウェルビーイングを目指す学校経営

校長の日々の実践
③情報発信を図る

・子ども一人ひとり→学級・学年・学校の子どもたち well-beingの状態を

積極的、意図的に発信する

⇒ ＜家庭・地域・社会向け＞

・毎日の学校ホームページ

・毎月の学年だより、学校だより

・学校説明会 ・PTA会合

・学校運営協議会 ・地域内各種会合

＜教職員向け＞

・面談 ・毎週の指導計画案へのコメント

・毎週の校長室通信 ・各種業務打ち合わせ
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ウェルビーイングを目指す学校経営

校長の日々の実践

④配慮していること

・毎日続ける ⇒ ・登下校時の通学路見守り ・授業観察（午前2回、午

後１回） ・学校ホームページ配信のための取材 ・各学

年・学級の「自分づくり教育」展開への助言 ・児童指導、

教育相談面での支援会議

・強みを生かす ⇒ ・生き物好き ・体力がある ・環境復元、栽培、

農作業の経験豊富 ・社会に豊富なネットワークをもつ

・（自らの）課題 ⇒ ・アンガーマネジメント ・夢中になりすぎる

・傾聴の姿勢 …
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小学校でのwell-beingの目標

・子ども一人ひとりが幸福や生きがいを感じ取れるカリキュラム、

教育環境、人的なネットワークを整備すること

・子ども一人ひとりの幸福や生きがいが学級・学年・教室・学校

全体の生きがいにつながり、家庭や地域社会に広がっていく

子ども一人ひとりのwell-beingの向上は、学校や
学区域のwell-beingの醸成でもあり、その広がり
が多様な個人を支える
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２０２２．６．２４．

「Ｗｅｌｌ- ｂｅｉｎｇ」の校内研修会
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研修会の感想

• 幸せ物質が皆さんから出ている職場環境になれたら毎日の仕事
が楽しいと思えると思います。凄く身になる研究、すぐにアク
ションができる研修でした。ありがとうございました。

• 楽しいことを考えながら研修に取り組めたので、研修が終わっ
た後も疲労感なく過ごすことができた。自分の幸せと向き合っ
ていきたい。

• 自分のことを見つめなおす研修内容で、とても勉強になりまし
た。

• 今回のように、「幸せ」について考え、話せることのできる時
間そのものが幸せだと感じました。
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研修会の感想

• 幸せになる方法を見失わずに、前向きにと生きようと感じた。
改めて、人によって求める幸せの種類は違うんだなぁと思った。

• よい人生が幸せなのではなく、幸せだからよい人生になるとい
う言葉が心に刺さりました。どれか一つの要素を満たすのでは
なく、バランスよく要素を満たすことが、well-beingを達成で
きるために大切だと改めて考えました。

• お互いの価値観を知ることができてよかったです。またこのよ
うな研修会をもちたいと思いました。
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